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　　　B－42のりっけ布び)唯溝/陛と刺電効剽こ関する一秀察(‘業2教)濯度調似行去試恥づ､T

　　　　　　丸熾對沈池田芙美ヽ〇靖水秀子・日本r大虐政食崎順子・大野好枝

　E]的It報に引続き、本報ではのりつけ布の制m

湿度瓊境下に蚤栓(7)ｸ)'Iっけ布£一昼夜以上放里後、前報と/司様ゐな岫－ぷﾉ喘に

ょり苓電圧ならびにそ(ﾌ)半減期左測定し、±tして各湿度下での影響について、対質

別、の□仁濃度別に苛察左試みた。

　方法試布の湿度鋼匁は政酸デシケータ中で行っ九。湿度はμ)、60、部外iし、調

製湿度の確認は鋭酸湿度計によ'I'n-い、この中にー昼夜以上放星した。試初之、綿、

も、しーヨソ、アセテート.ナイロン、ポリェステ､レのら塊である。のりの種類は。

デ午ストリソ、CMOCI)、CMC(2J、P vAの4-趨で｀、濃度は、如夕、D/、政、/､)'/c

の牟段階に今けて行った。

　結果　希'E/王は、材質別にっいてみるil、もが'まi大で≒しーヨソが｀小であった。

また親水性繊匯(綿、毛、しーヨソ)(i、鋼製湿度が大になると帯電圧が､}ヽとなる傾

向がみられ大が、疎和隆繊維｡(アセテート、ナイロソ、ポリェステ､し川こは湿度によ

る差i、ほとんど｀みられなわしだ。半減期については、価製湿度が大になる鯉、各対

賞とい月らbヽに涙少することがわかった。親水帽鉛直の半減期はき約めて少なく、ま

たの仰)雌癩と濃度闇にはあ幻差はみられなヵいた。疎水佐繊維の半減mは大でヽ、

(7)>l(7)種類、濃度聞に差が日月らかにみられる､i(力があった。


